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視報告第４号  

令和６年１１月２８日 

 

ふじみ野市議会  

議長 島 田 和 泉 様 

 

 

議会運営委員会  

委員長 小 林 憲 人      

 

 

議会運営委員会視察調査報告書  

 

 令和６年第３回定例会において閉会中の継続調査の申し出をした所管事務に係

る特定事件の調査について、令和６年１０月３１日及び１１月１日の日程で長野

県飯田市及び駒ヶ根市を視察し調査を実施したので下記のとおり報告します。  

 

記 

 

１  調査事項  

議会活動の活性化について 

  

２ 出席委員  

委 員 長  小 林 憲 人   副委員長  塚 越 洋 一 

  委  員  鈴 木 美 恵   委  員  鈴 木 宏 樹  

  委  員  川 畑 京 子   委  員  山 田 敏 夫    

  委  員  床 井 紀 範  

 

３ 議長出席 

島 田 和 泉 議長 

 

４ 視察の概要  

 

○長野県飯田市 

飯田市は、長野県の最南端に位置する伊那谷の中心都市である。諏訪湖に源

を発し、伊那谷を南下して太平洋に注ぐ天竜川の全長のほぼ中央に位置し、豊

かな自然、優れた景観及び四季に富んだ暮らしやすい温暖な気候に恵まれてい

る６５８.６６平方キロメートルの市域に、９５,４００人（令和６年４月１日
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現在）の人口である。 

昭和１２年４月１日に飯田町と上飯田町が合併して市制を施行、以来、１５

町村と合併し、今日の飯田市の市域を成している。 

 

１ 飯田市議会の構成  

(1) 議員定数２３人 

 (2) 委員会の設置 

   総務委員会、社会文教委員会、産業建設委員会、予算決算委員会、議会運

営委員会、リニア推進特別委員会、広報広聴委員会、議会改革推進会議 

 (3) 議会局職員定数９人（現員数６人） 

 

２ 政策サイクル、地方議会評価モデルについて  

   議会に期待される役割「ミッション」と実現すべき理想的な姿「ビジョン」

を定め議会改革に取り組んでいる。  

(1) 自治基本条例を起点とした議会改革の取り組み  

   〇飯田市自治基本条例第２２条に市議会の責務を規定する。 

   〇議会は、市の執行機関の活動を監視、評価する。  

  

 (2) 飯田市議会政策会議の設置（行政評価） 

   議会における議案の分野別又は包括的な審議の充実及び政策的な課題への

対応を図るために設置し、具体的な行政評価は７月から翌年３月まで継続し

て実行される。 

   ①執行機関からの事務事業の事前説明 

   ②個々の議員による評価 

   ③常任委員会分科会における意見集約 

   ④事務事業評価 

   ⑤分科会での決算審査 

   ⑥評価提言内容のとりまとめと執行機関との意見交換 

   ⑦提言（議長から市長に提言する・分科会正副座長から所管部長に説明） 

   ⑧各分科会での振り返り（課題抽出、次年度への改善点をまとめる） 

   ⑨提言後の進行管理（予算・決算を連動し論点や争点を明確にする） 

   ⑩分科会での予算審議 

   ⑪行政評価全体の振り返り 

 

（3）地方議会評価モデルの導入 

   これまでの自治法上の「存在する議会」から議会活動として「機能する

議会」となるために地方議会評価モデルの導入を決定した。 

  〇「議会改革・運営ビジョン」を策定 

閉会中の所管事務調査  

９月定例会 

３月定例会  
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  〇議会プロフィール（自己検証）の作成 

  〇組織マネジメントの視点で現状分析 

  〇全議員参加型の評価モデル・議員プロフィールで個人評価を全員共有 

 

３ 一般質問を通じた議員力・議会力の向上について  

 (1) 冊子「たかが一般質問、されど一般質問」の発行  

   議員力・議会力を向上させるために一般質問の監査機能、政策提案機能を

理解し、パフォーマンスではなく議員の優れた質問力（論点・現状分析・課

題の抽出等）を議会の政策資源に生かすことで議会力にする。 

   〇議員間で政策討議の素材とする（一般質問の内容を議員間で共有する） 

   〇委員会の所管事務調査とする 

    

 

 

○長野県駒ヶ根市 

駒ヶ根市は、長野県南部、伊那谷のほぼ中央に位置し、東に南アルプス（赤

石山脈） 、西に中央アルプス（木曾山脈）の３千メートル級の山々を、まちか

ら望むことができ、面積は１６５.８６平方キロメートルである。 

「駒ヶ根」という名前は、駒ヶ岳の麓のまちという意味で、昭和２９ 年の市

制施行時に命名され、令和６年８月１日現在の人口３１,１７１人である。 

 

 

１ 駒ヶ根市議会の構成  

(1) 議員定数１５人 

 (2) 委員会の設置 

   総務産業委員会、教育民生建設委員会、議会運営委員会、広報広聴委員会、

議会機能向上推進委員会 

 (3) 議会局職員定数５人 

 

２ 議会改革の取組について  

   平成２６年１２月に議会基本条例を制定し、住民参画を意識した議会改革

に取り組み、開かれた議会を実践している。  

議会機能向上推進委員会を設置しており、議会基本条例の検証、議会機能

の向上、政策提言・政策立案の推進に取り組み、機動力アップ、専門的な協

議・検討を行うため傘下に「ＩＣＴ部会（ＩＣＴ化推進）」「ワクワク未来部

会（主権者教育推進）」を設置し、協議内容を議会運営委員会に提案している。  

主な取り組みは次のとおりである。  

 (1) ツキニミーティング  



4 

   事務事業評価を実施してきたが、今年度から予算の事前検証・決算の事後

検証に向けた施策の現在地（現状・課題・方向性など）を横断的に把握し、

必要に応じて要望・提言ができるよう、常任委員会での対話機会を増やすこ

とを重点に置いた活動を展開している。 

   〇頻度  原則月２回 

   〇形式  対面又はオンライン 

   〇場所  可能な限り市役所以外で 

〇ルール  

・進行は委員長が行う ・発言者の話はしっかり聴く 

・相手を侮辱する発言、感情的な発言、否定する発言はしない 

・相手の立場に立ち、それぞれの考えを理解した上で発言する 

・案件に対するメリット、デメリットなどの共通認識を深める 

・沈黙歓迎 ・結論が出なくてもＯＫ 

・それぞれの話を聴く中で、自らの意見を変えること歓迎 

・服装は自由 ・正副常任委員長は定期的に情報共有 

   〇報告  最終的に常任委員会毎で報告書にまとめる 

（2）市民との情報共有及び市民参加推進 

  〇市民と議会の意見交換会  

  〇こども未来会議  

  〇高校生未来会議  

  〇議場見学会、出前講座（児童・生徒・学生・市民団体を対象とする）  

  〇議会広報モニター（１７名で構成、議会報編集や議会活動に反映する）  

 

３ 伊那谷三市議会連絡協議会 

伊那谷３市（飯田市・伊那市・駒ヶ根市）に共通する問題について調査研究

を行い、３市が協力し伊那谷の発展・振興を図ることを目的に昭和４９年９月

に設立された。会長は３市の議長が輪番制により就任することとなっており、

会長市が事務局を担当しています（任期：１年）。  

主な事業は、定例会、議員研修会、事務局研修会、行政視察などである。  

 

 

≪まとめ（各委員所管）≫ 

  （小林憲人委員長） 

飯田市議会では、予算・決算審査前の各常任委員会の論点整理や政策会議な

ど、議会として合意形成を図って行っている点が印象的であった。また、各常

任委員会の所管事務調査について、年間目標を立てて行っていることなどは、

ふじみ野市議会にも取り入れられることであると感じた。今回の視察を「存在

する議会から機能する議会」へ転換する端緒にしたい。  
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駒ヶ根市議会では、議会広報モニター制度や長野県立赤穂高校でのワークシ

ョップなどが印象的で、市民や学生などからの意見聴取は大変有益であると感

じた。さらに、議員に情報が行き渡ったか確認できるラインワークスの活用や

ツキニミーティング、クールダウンミーティングは、ふじみ野市議会でも取り

入れられると感じた。 

今後も、駒ヶ根市議会同様、身の丈にあった継続性のある議会改革を進めて

いきたい。  

 

 

（塚越洋一副委員長） 

飯田市議会では、決算審査前に行政評価を行い、次の予算編成に生かしてい

くというサイクルを確立し、議会から「提言」している。二元代表制の議決機

関である市議会が議決した責任を果たすためには、ただ決算を承認さえすれば

良いということではなく、事業の進行管理と評価を市民代表としての視点で実

施できれば、地方公共団体の運営が議会制民主主義のさらなる豊かな発展につ

ながっていくと考える。また、所管事務調査では主要事業の現地調査や担当課

からの報告を受ける機会を設けるなどで調査を充実させていくことを当市議会

でも検討すべきである。 

駒ヶ根市議会では、議会が一体となって、常任委員会ごとに行政政策をチェ

ックしていくために事業評価の仕方を見直し、毎月２回のラフなミーテイング

で議員同士の意見交換を行うようにしているとのことで、ふじみ野市議会でも

常任委員会活動の活性化に向けて直ちに取り入れるべきである。  

今回の２つの市議会の議会改革の水準の高さを改めて認識しました。ふじみ

野市議会も、出来るところからスピード感を持ってやっていきましょう。  

 

  

（鈴木美恵委員）  

飯田市議会では「くらし豊かな いいだの未来を 市民とともに」という市

議会のスローガンを決め取り組んでいた。  

議案については各常任委員会や自由討議の場で意見を出し合い審査し、課題

を抽出することもある。個人より委員会、さらに議会全体として要望を提出す

ることで実現力が増すという言葉に納得した。  

駒ヶ根市議会でも議員間討議に力を入れていた。各常任委員会で月２回の「ツ

キニミーティング」という対話の場を持ち、現状の把握や要望・提言にもつな

げていた。また効率的なツールとしてのラインワークスや、近隣の３市が協力

して発展と振興を図る三市議会連絡協議会という機関についても学んだ。両市

議会とも市民と議会の意見交換会に対する熱意と工夫がみられ、参考になった。 

 



6 

（鈴木宏樹委員）  

飯田市議会の議会改革は、議会の透明性向上と市民参加の推進を重視してい

た。議会のライブ中継や常任委員会の YouTube 閲覧、議事録の公開等により、

市民が議会活動にアクセスしやすくしている。情報の透明化、また議会報告・

意見交換会の場を設け、テーマに基づき関係者に募集をかけている。そこで出

た市民の声を政策に反映させる取り組みも、議員が行うのは特徴があると感じ

た。約２週間、１０会場弱、５００人近くの市民を相手にするのは凄い。  

駒ヶ根市議会は、小学生に議場見学や出前講座、高校生徒は約３か月の総合

学習時間を用いて政治や議会学習、テーマに基づきワークショップを行うなど、

若年世代の市民にも開かれた議会を目指している印象を強く感じた。市議会だ

よりも非常に見やすく参考になった。  

 

 

（川畑京子委員）  

飯田市議会は、自治基本条例において議会の役割と責任を明文化し ,市民の意

見が反映される積極的な議会報告会の開催、議会の配信をリアルタイムで行う

など、透明性を高める議会改革が特徴である。  

特に、議会における年間政策サイクルを定めることで、政策会議において定

例会前の常任委員会での集中協議は活発な議論が想像できて参考になった。  

駒ヶ根市議会では、予算・決算の事後検証にツキニミーティングを取り入れ

たことで、常任委員会での対話機会が増える動機付けとなり、議員力の向上と

いう波及効果も生まれている。  

今回、議会改革の活性化についてご教示いただいた飯田市議会、駒ヶ根市議

会を参考に、行政に対するチェック機能の強化や柔軟な発想に基づいた政策提

案機能の強化に向けたシステム構築を今後検討していきたい。  

 

 

（山田敏夫委員）  

飯田市自治基本条例については、行政側ではなく市議会自らが主導して制定

したことに議会としての意気込みを感じた。様々ある議会改革の中でも特に議

会による一年間を通じての行政評価の取り組みについて感銘を受けた。決算審

査を行う９月定例会前に閉会中の事務調査として各常任委員会で個々の議員に

よる評価を行い、集中協議して、９月定例会の決算審査に臨み、審査後に評価

結果の提言書を行政に提出して翌年度の予算編成に反映させるという仕組みで

ある。事業評価と決算の一連の取り組みについて、大いに参考になった。  

駒ヶ根市議会では、令和６年度から議員間討議（クールダウンミーティング）

の活性化を目指して、可能な限り市役所以外での「ツキニミーティング」を行

うこととした。具体的には、会議の進行は委員長が行い、発言者の話はしっか
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り聴くことや、感情的な発言はしない、案件に対するメリットデメリットなど

の共通認識を深める、沈黙歓迎、結論が出なくても OK、服装は自由などのルー

ルがあり、最終的に常任委員会ごとに報告書とするなど、議員間で議論を深め

るための一つの有効な手段（方法）になり得ると思った次第である。  

 

 

（床井紀範委員）  

飯田市議会では議会による行政評価が位置づけられ、政策会議が設置されて

おり、市議会における決算を通じた事業の評価、市当局への政策提言など、積

極的な議会運営が行われていた。さらに、議会力の醸成にも力を入れており、

市民との意見交換も活発で、市民から出た意見や要望についても、様々な形で

政策提案に生かされている。  

駒ヶ根市議会ではこれまでの議会による事業評価を一時休止、令和６年度か

らツキニミーティングが開かれており、行政視察や議会の議案などについて、

議員間のフリートークが行われいるなど有意義な調査となった。  

両市議会では様々な取り組みが行われており、ふじみ野市議会でも大いに学

ぶべきことがあると考える。例えば、常任委員会の所管事務調査の一環として、

ツキニミーティングを開催することは議員の知識や見識が広がるものである。

また、委員会としての行政評価の実施は議員の政策への理解度が増すとともに、

政策提案を通じて常任委員会の議会力の向上に寄与できるものとして大きく期

待できる。  

 

 


